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≪企業理念≫

創造力で未来を拓く
≪Ｖｉｓｉｏｎ≫
フロイントグループは、

世界中の人々の医療と健康の未
来に貢献し、豊かな生活と食の安
全・安心を支える技術を生み出し、
育成していくことを目指します。

〈社名の由来〉
フロイントはドイツ語で“友達”を意味します。当社の創業者
（現 名誉会長）が創業の構想を友人と考えている中で、
二人はFreund（友達）であったので、フロイントと名づけました。
ロゴは、“友”という文字のくずし字をデザイン化したものです。
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Ⅰ.会社概要
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当社グループ各社とＲ＆Ｄ拠点

技術開発研究所
（静岡県浜松市）

マリオン・ラボ
（アメリカ／アイオワ州）

ミラノ・ラボ
（イタリア／ミラノ）

国内ユーザー

神奈川県横須賀市 アメリカ／アイオワ州

独創的技術での
グローバル化を
積極的に推進

機械装置／化成品の販売

海外ユーザー

FREUND-VECTOR
CORPORATION

フロイント・ターボ
株式会社

フロイント産業
株式会社

機械装置／
化成品の販売
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●社 名

●設 立

●代表者

●所在地

●資本金

●売上高

●従業員数

●事業内容

●関連会社

： フロイント産業株式会社

： 1964年4月

： 代表取締役社長 伏島 巖

： 東京都新宿区西新宿六丁目25番13号

： 10億3,560万円 （2017年2月末現在）

： 211.6億円 （2017年2月期：連結）

： 390名 （2017年2月末現在：連結）

： 機械事業・・・・造粒・コーティング装置等の製造販売
化成品事業・・医薬品添加剤、食品品質保持剤等の製造販売

： ＦＲＥＵＮＤ-ＶＥＣＴＯＲ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ
フロイント・ターボ株式会社

プロフィール
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ハイライト

53年間

創業以来
連続黒字

70％

医薬品会社向け
造粒・コーティング装置

国内シェア

2人/5人

社外取締役人数／取締役総数
（平成２９年２月２８日現在）

社外監査役３名を含め全役員８名中
５名が独立役員のガバナンス体制を
とっています。

275億円

時価総額
（平成２９年５月３１日終値ベース）

100選

経済産業省
ＧＮＴ（グローバル・ニッチ・トップ）１００選

選定企業

グローバル Ｏｎｌｙ1
医薬品製造装置・医薬品添加剤を
同一企業体で取り扱う唯一会社

1位

特許競争力指数（ＹＫ値）
例：国際特許分類A61K9/52

「持続または除放型のもの」
工藤一郎国際特許事務所算出

数字で見る
フロイント産業

3強

製薬会社向け
造粒・コーティング装置市場で

グローバル３強の１社
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70%

30%

70%

30%

2017年2月期

連結売上高 211.6億円
連結営業利益 20.4億円

機械部門化成品部門

売上高

利 益

1.機械部門（Pen） セグメント別

売上高及び利益構成

2.化成品部門（Ink）

 医薬品、食品、ファインケミカルなどのさまざまな分野向けに

造粒、コーティング装置などを製造・販売。

 コーティング装置の国内販売シェアはトップ。アジア市場に

加え、米国子会社の欧・米展開も加速。世界で製剤技術と

機械装置を唯一共有する。

 造粒・コーティング技術に粉砕・分級技術を融合させることで

産業向け装置の拡販も注力。

 医薬品添加剤、食品品質保持剤、栄養補助食品などを製造・

販売。

 医薬品添加剤は、ＧＭＰ※1対応設備で生産。

 食品品質保持剤は、さまざまな食品の品質保持に利用され、

安全な食生活に役立つ。

 造粒・コーティング技術を用い、ユーザーとの共同開発で栄養

補助食品やシームレスミニカプセルを商品化。

※1 ＧＭＰ：Good manufacturing Practice

ビジネスモデルの特徴は「Ｐｅｎ」と「Ｉｎｋ」
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フロイント産業のビジネスモデル
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グループのビジネスフィールド

医薬品の製造工程に基づくフロイントグループの事業領域
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グループのビジネスフィールド ～医薬品（錠剤）の製造工程～

医局・薬局へ

完 成 し た 錠
剤をシートや
ビ ン な ど の
容器に入れ
ます

包装
完成した錠剤は１粒１粒を検査し、錠剤に薬
の名前などを印刷します
錠剤に直接印刷することによって、調剤の取
り間違いや、飲み間違いの防止に役立って
います

検査・印刷 錠剤

完成した錠剤１粒に
含まれる主薬は全体
の 約 2-5 ％ 、 残 り の
90％以上は添加剤で
構成されています

一つの錠剤に何ミクロンという薄い
膜を何層もコーティングしていくので、
錠剤を割った断面には木の年輪の
ようにいくつもの層ができています

【断面図】

コーティング

薬効を
コントロールする層

薬の成分が胃や腸まで届くよ
うにしたり、口に入れた時に
苦みが出ないようにしたりす
る加工をします

コーティング

打錠

造粒した粉を押し
固めて錠剤の形
にします

圧縮

乾燥・整粒

造粒した粉を押し
固めやすくするた
めに形を整えます

大きなドラムの中で風
の力でかき回しながら
乾燥・整粒します

混ぜ合わせた主薬と添加剤を一つの
球体状の塊にします

主薬

バインダー液

添加剤

造粒混合・結合

均一に
混ぜる

主薬と添加剤を均
一に配分できるよう
に混ぜ合わせます

主薬

添加剤

粉砕・分級

主薬を体に吸収しや
すい大きさに砕きます

超微粉砕微粉砕中砕粗砕 → → →

塊

1mm ⇔ 数十μm ⇔  10μm

※1μm=

1/1000mm

主薬
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粉砕・分級

混合・結合

造 粒

乾燥・整粒

打 錠

コーティング

検査・印刷

包 装

グラニュフォーマー

タブレックス Rev.

ハイコーターFZ

グラニュマイスト
フローコーター

スパイラフロー

フロードライヤー

グループのビジネスフィールド ～医薬品（錠剤）の製造工程～

ターボミル

ミルマイスト

グラニュレックス

アクアコーター

ローラーコンパクター

造粒・
コーティング
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【機械部門】 医薬品会社向け造粒・コーティング装置が主力

 機械部門は、医薬品向け業界が８３％、産業機械向けが１７％。

 医薬品会社向けの造粒装置やコーティング装置が主力、
錠剤印刷機受注開始

 産機向け増加。

向け先別売上構成
（2017/2期）

83%

17%
産業関連

医薬品
関連

2017/2期
14,914百万円

流動層造粒装置
（フローコーター）

連続造粒装置
（グラニュフォーマー）

自動錠剤
コーティング装置
（ハイコーター ＦＺ）
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【化成品部門】 ヘルスケア関連も拡大する製品群

２．食品品質保持剤
・食品添加剤
・食品

品質保持剤

１．医薬品添加剤
・直打用マンニトール
・吸着剤・固形化剤・流動化剤
・白色着色剤
・滑沢剤
・光沢剤

３．栄養補助食品・他
・シームレスミニカプセル
・AQshelax（水性シェラック液）
・サプリメント

 医薬品添加剤、食品品質保持剤、栄養補助食品などの受託品が約１/３。

 ＧＥ薬向け医薬品添加剤の拡販が続く。

医薬品
添加剤

37.7％

食品品質保持剤

31.2％

新規食品

31.1％

2017/2期
6,249百万円

向け先別売上構成
（2017/2期）
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Ⅱ.中期経営計画及び重点施策
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第７次中期経営計画

フロイントグループの将来に向け５年後の「こうありたい姿」

Number One （特別な価値創造）

それぞれの分野、事業でNo.1を目指す

Only One （完全顧客視点）

顧客、社会にとってOnly One の存在を目指す

Be One （ネットワーキング）

グループがひとつになる

ＯＮＥ ＦＲＥＵＮＤ により持続的成長へ
新たなる

成長ステージへ

外部

・共同開発
・事業提携
・アカデミア

との連携

内部

・グループ横断
・グローバル人材

の育成

技術

・グループ内技術の融合

地域（エリア）

・グローバル展開の加速
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第７次中期経営計画 基本戦略と経営目標

完全顧客視点 ネットワーキング特別な価値創造

基本戦略

顧客の真のニーズに技術力を持って応え、
持続的に利益成長をする経営構造の実現を目指す

機械・化成品事業のさらなる収益力向上
（営業利益1０％超水準へ）

既存製品に並ぶ将来の事業規模を見据えた、
新規製品の開発（売上高実質伸長５0％）

機械・化成品に次ぐ、第3の柱となる
サービス事業の基盤確立

マネジメントシステム開発に向け、
業務プロセスの抜本的改革

売上高 ３００億円
営業利益 ３０億円
営業利益率 １０％

（２０２２年２月期）

ＲＯＥ ８％以上
（２０２２年２月期）

経営目標
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2022年2月期（第７次中計）目標

第６次中計第５次中計 第７次中期経営計画 （ＯＮＥ ＦＲＥＵＮＤ）

 売上高 300億円
 営業利益 30億円
 営業利益率 10％
 ＲＯＥ 8％以上

（単位：百万円）

17,616 

21,164 21,000 

30,000 

1,286 

2,041 2,100 

3,000 

787 
1,064 

1,400 
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25,000

25,500
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29,000

29,500
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30,500

31,000

2014/2期 2017/2期 2018/2期 予想 2022/2期 目標

売上高 営業利益 当期純利益

機 械：既存製品の需要減を新製品、産機分野への展開。

海外市場での本格的な事業展開。

化成品：新製品の増強と医薬品海外市場への進出
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国内の２０６０年までの高齢化と人口動態の推移
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世界医薬品市場は途上国が急拡大

世界の医薬品支出（２０１６年～２０２１年）
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 開発期間：2015年1月～2016年6月

 上市：2016年7月1日

 販売開始：同年9月1日

 受注開始：2017年2期 第4四半期～

 特許：出願中／14件 出願予定／5件

錠剤印字サンプル

新製品 錠剤印刷機の紹介（TABREX.Rev）
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印刷検査

錠剤供給装置

1)生産規模に自在に対応できるフレキシビリティ

ガイドレスの錠剤搬送

外観検査機能の装備

品種切替えが容易

装置の小型化
高さ1800mm、巾1090mm

単列搬送のシンプルなメカ

モジュラー方式

10万錠/時

30万錠/時

検査工程の追加不要

検査

印刷
検査 印刷

カートリッジ式ヘッド

メンテナンスが容易

50万錠/時

2)工程短縮・ランニングコスト低減
3)錠剤品種への対応が容易

生産規模に応じて連結台数を自在に増減で
き、将来の生産変動にもフレキシブルに対
応できる、モジュラー方式としました。

錠剤の外周をガイドレスで円盤のエッジ
に吸着させ、ピックアップしています。

印刷前に錠剤の外観を検査します。 印刷ヘッドはワンタッチで交換でき
るカートリッジ式です。

錠剤を、円盤のエッジに一列に吸着させ、円盤か
ら円盤へ受け渡しながら、検査と印刷を行います。

2日 1日 カートリッジ式の印刷ヘッドなので、
洗浄が不要、交換が容易で、使うぶ
んだけを購入できます。

大幅な部材追加や調整なしで、サイ
ズちがいの錠剤に切り替えができ
ます。

新製品 錠剤印刷機の紹介（TABREX.Revの機構）

TABREX Rev.
紹介動画
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Ⅲ.フロイント産業グループ
二次電池市場向け製品概要
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二次電池の主部材製造装置に対応

 正極材と負極材の製造装置を供給

・粉砕技術

電気的高活性の材料を所定の粒度分布の微（ナノ）粉体に粉砕する ・・・ V-Turbo,  A-Turbo

・コーティング技術

正・負極材料にコーティングを行い表面の改質を行う ・・・ Airborne Coating System

・粉体圧密調整技術

正・負極材料に圧力を加え密度を上げる ・・・ ローラーコンパクター

Ｖ-ターボバランスグランローラーコンパクター
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微細化は有効な高容量化への手段

 粉砕技術において優れたフロイントグループの装置
が高機能化の手段として用いられる

従来型電池 高容量電池
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正極材：コーティング例

NCM coated particle
医薬に比べ、より小さい粒子へのコーティング （～10nm)

※

※ N：ニッケル C：コバルト M：マンガン
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産学共同開発

 山形大学

ｘEV（電気自動車）飯豊（いいで）開発研究センター
日本最新のEV（電気自動車）向け次世代バッテリー開発の拠点

EV（電気自動車）向け次世代バッテリー開発 次世代全固体二次電池試作設備
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Ⅳ. 今期の業績予想及び株主還元
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2017/2期
2018/2期

（予想）

前年比増減

（百万円） ％

売上高 21,164 21,000 △164 △0.8

営業利益 2,041 2,100 +59 +2.9

経常利益 2,097 2,100 +3 +0.1

純利益 1,064 1,400 +336 +31.5

一株純利益 61.72 81.19 +19.47 +31.5

設備投資 564 - - -

減価償却費 338 - - -

研究開発費 640 - - -

 機械部門：国内医薬の設備投資需要の減速を新製品、産機分野でカバー。

 化成品部門：更なる製品ミックスの改善。

（単位；百万円）

今期業績予想
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（単位；百万円）

2017/2期 2018/2期（予想） 前年比増減

金額 構成比（％） 金額 構成比（％） （百万円） ％

連結売上高 21,164 100.0 21,000 100.0 △164 △0.8

機械部門 14,914 70.5 15,410 73.4 +496 +3.3

化成品部門 6,249 29.5 5,590 26.6 △659 △10.5

セグメント利益 2,041 100.0 2,100 100.0 +59 +2.9

機械部門 1,750 85.7 ＮＡ - - -

化成品部門 748 36.6 ＮＡ - - -

全社、消去 △456 △22.3 ＮＡ - - -

為替(円/㌦：+は円高） 109.5 - 110.0 - - -

 機 械 部 門：新製品、産機分野案件の確実な取り組み。

 化成品部門：新規食品の大型案件の縮小により減収となるが、

製品ミックスの改善で増益を予想。

部門別収益見通し
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21.4%

13.7%

20.9%
22.9%

25.0%
21.2% 22.5%

27.4%
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（見通し）

連結配当性向の推移

（注）2009年6月1日付け及び2016年3月1日付けで株式分割1対2を実施しており、2016年2月期以前の配当金は分割調整後の金額です。

配当予想

当期純利益（百万円） 403 943 619 563 516 608 765 787 695 961 1,064 1,400

1株当たり配当金（円） 5 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 10 12.5 15 12.5 20 20

発行済み株式総数
（千株） 4,600 4,600 4,600 9,200 9,200 9,200 9,200 9,200 9,200 9,200 18,400 18,400

 年間の連結配当性向目標は30％。

 一株当たり配当金は前期記念配当5円を普通配当に代え1株あたり20円を予定。
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株主優待

中間期末株主様に

「オリジナル・クオカード」を謹呈しています。

【2016～18年2月期 各期のカードデザイン】

2015年2月期、株主優待制度を導入
2016年2月期に長期保有株主様に株主優待制度を追加

所有株式 贈呈内容

1年以上 クオカード 1,000円分

3年以上 クオカード 2,000円分

（毎年8月31日現在、1単元（100株）以上保有で当社株主
名簿に記載または記録された株主様が対象となります。
①1年以上保有の株主様は1,000円相当。
②3年以上保有の株主様は2,000円相当。

【優待内容】
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Ⅴ.参考資料
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要約損益計算書（第２四半期）

（単位；百万円）

2017/上期 2018/上期 前年同期比増減

金額 構成比（％） 金額 構成比（％） 金額 ％

売上高 8,762 100.0 9,789 100.0 +1,026 +11.7

売上原価 5,900 67.3 6,317 64.5 +416 +7.1

売上総利益 2,862 32.7 3,471 35.5 +609 +21.3

販管費 2,175 24.8 2,397 24.5 +222 +10.2

営業利益 687 7.8 1,074 11.0 +387 +56.4

営業外損益 21 0.2 17 0.2 △4 △20.9

経常利益 708 8.1 1,091 11.2 +382 +54.0

特別損益 △230 - △1 - +228 -

税引前利益 478 5.5 1,089 11.1 +610 +127.6

純利益 306 3.5 734 7.5 +428 +139.7

営業外損益
・営業外収益 → 24

・営業外費用 → 7

特別損益
・固定資産売却損

→ △1
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要約貸借対照表（第２四半期）
（単位；百万円）

2017/通期 2018/上期 増減額

流動資産 14,938 15,012 +74

現金及び預金 6,982 6,000 △982

売上債権 ※１ 4,403 5,028 +624

棚卸資産 2,765 3,344 +579

固定資産 4,162 4,109 △53

有形固定資産 3,234 3,219 △15

無形固定資産 55 32 △23

投資その他資産 872 857 △15

資産合計 19,101 19,122 +21

流動負債 6,592 6,256 △336

仕入債務 ※1 3,058 3,289 +231

前受金 1,831 1,707 △124

固定負債 323 333 +9

退職給付に係る負債 201 207 +6

負債合計 6,916 6,589 △326

純資産合計 12,185 12,532 +346

棚卸資産
＋579百万円

・商品・製品 △57

・仕掛品 +570

・原材料・貯蔵品 +66

※１ 電子記録債権債務含む

有形固定資産

・建物及び構築物（純額） △44

無形固定資産

・減価償却費 △23
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要約キャッシュ・フロー計算書（第２四半期）

2017/上期 2018/上期

営業キャッシュ・フロー 1,480 △375

税引前利益 478 1,089

減価償却費 155 171

売上債権の増減額（△は増加） 626 △632

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,326 △602

前受金の増減額（△は減少） 1,281 △113

仕入債務の増減額（△は減少） 774 306

法人税等の支払額 △94 △460

投資キャッシュ・フロー △268 △224

有形固定資産の取得による支出 △342 △228

財務キャッシュ・フロー △247 △368

リース債務の返済による支出 △31 △24

配当金の支払額 △215 △343

現金及び現金同等物 増減額 858 △982

現金及び現金同等物 期末残高 4,900 6,000

（単位；百万円）
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決算状況（第２四半期）

 単体：前期末受注残の消化、高収益案件の前倒しにより増収・増益

 Ｆ-ＶＥＣＴＯＲ：販管費増を吸収できず営業赤字

 Ｆ・ターボ：増収・増益

2018/2期
2017/２期

上期
2018/2期

上期
前年同期比増減

予想 実績 実績 年度進捗率 金額 ％

売上高 21,000 8,762 9,789 +46.6％ +1,026 +11.7

営業利益 2,100 687 1,074 +51.1％ +387 +56.4

経常利益 2,100 708 1,091 +52.0％ +382 +54.0

当期純利益 1,400 306 734 +52.4％ +428 +139.7

一株純利益（円） 81.19 17.77 42.59 +52.5％ +24.82 +139.7

設備投資 650 318 161 +24.8％ △157 △49.4

減価償却費 360 155 171 +47.5％ +16 +10.3

研究開発費 550 285 425 +77.3％ +140 +49.1

（単位；百万円）
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機械部門：グループ動向（第２四半期）

2018/2期
予想

2017/2期
上期

2018/2期
上期

金額 金額 前同比 金額 前同比

売上高 15,410 5,697 +14.1％ 7,171 +25.9％

単体 - 3,990 +13.1％ 4,775 +19.7％

ＦＲＥＵＮＤ・ＶＥＣＴＯＲ社 - 1,253 +1.0％ 1,884 +50.4％

フロイント・ターボ社 - 706 +77.2％ 783 +11.0％

営業利益 567 +273.0％ 868 +53.0

【主要子会社】

ＦＲＥＵＮＤ・ＶＥＣＴＯＲ社 - △14 － △42 -

フロイント・ターボ社 - 43 － 66 +52.8％

【地域別売上高】

日本 - 4,195 +23.7％ 4,559 +8.7％

北米・南米 - 1,104 +36.8％ 1,119 +1.4％

欧州・アフリカ - 263 △19.8％ 1,018 +286.3％

中東・アジア・大洋州 - 134 △71.2％ 473 +251.8％

（単位；百万円）

 単体は前期末受注残の消化で増収・増益。
 Ｆ-ＶＥＣＴＯＲは前年比増収であるが、販管費増加を吸収できず営業赤字。
 錠剤印刷装置（ＴＡＢＲＥＸ.Ｒｅｖ）の販促受注・活動（ユーザーテスト）を展開中。
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機械受注の状況

2017/2期
上期

2018/2期
上期

受注高 8,406 5,984

医薬品関連 7,214 4,970

産業関連 1,191 1,014

受注残高 9,765 7,465

医薬品関連 8,775 6,605

産業関連 990 860

100

200

300

400

500

2014/2期 2015/2期 2016/2期 2017/2期 2018/2期

（見込み）

ジェネリック薬大手３社向け
医薬品添加剤売上推移

2014/2 100

今中間期の状況（第２四半期）

 国内ＧＥメーカーを中心に、設備抑制の顕著化を他分野で補いきれず。

 医薬品添加剤は増加基調で推移。
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ＧＥ市場シェアと大手ＧＥメーカー３社設備投資額の推移
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設備投資額
（百万円）

数量シェア率
（％）

〔出所：各社開示情報から当社調べ〕

 今後の製薬会社の設備動向は分析中であるが不透明。

 医薬品設備業界では、強い減速感。
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フロイントグループ ディスクロージャーポリシー

1. 情報開示の基本方針
当社は、広く社会に信頼される企業として、経営の透明性向上を重要な責務のひとつと考えています。その考えに基づき、す
べてのステークホルダーの皆さまに、会社情報の公平かつ適時適正な開示を継続的に行います。

2. 情報開示の基準
当社は、会社法、金融商品取引法などの関係法令および当社が上場する証券取引所が定める適時開示に関する諸規則にし
たがって、情報開示を行います。
当社は、関係法令および適時開示に関する諸規則に該当しない情報であっても、株主・投資家の皆さまの投資判断にとって
必要であると考えられる情報については、積極的に開示いたします。

3. 情報開示の方法
当社は、東京証券取引所の提供する適時開示情報伝達システム（Timely Disclosure network、以下「TDnet」という）を通じて情
報を開示いたします。TDnetにより開示した情報は、情報開示の適時性・公平性に配慮し、速やかに当社のインターネットホー
ムページに掲載いたします。
そのほかの情報についても、適時開示の趣旨に則り、プレスリリース、当社のインターネットホームページへの掲載などにより
公平かつ迅速に開示いたします。より多くのステークホルダーの皆さまに分かりやすい開示を行うため、開示情報は日本語と
あわせ、その英訳の開示に努めます。

4. インサイダー取引の未然防止
当社は、内部情報の適切な管理および株式などの売買などについて遵守すべき基本事項を社内規則に定め、インサイダー取
引規制の周知徹底と株式などの売買管理体制の適切な運用により、インサイダー取引を未然に防止します。

5. 沈黙期間
当社は、決算情報の漏洩を防止し、法令遵守および公平性を確保するため、各四半期決算期日の翌日から当該決算発表日
までを「沈黙期間」と定めます。 当該期間中は、決算に関連するコメントや質問・照会に対する回答は差し控えさせていただき
ます。ただし、業績が予想と大きく乖離する可能性がある場合には、適時開示に関する諸規則に従い適時適正に開示いたし
ます。

6. 将来予測について
当社が開示する情報の中には、業績予想以外にも戦略、事業計画などの将来予測に関する情報が含まれておりますが、これ
らの情報は作成段階において入手可能な情報をもとに判断したものであり、その後の経済情勢や市場環境の変化などによっ
て、将来予測は大きく異なる可能性があります。

（2017年3月27日制定）
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ＩＲ活動の方針

当社は、2017年3月27日に取締役会で決定された以下の方針に基づきIR活動を実施しています。

株主・投資家との建設的な対話に関する方針

当社は、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上をめざし、株主・投資家の皆様との建設的な対話を積極的に進めます。
当社の経営方針や経営状況、企業文化をわかりやすく説明し、株主・投資家の皆様のご理解を得て、「FREUNDファン」として継続
的にご支援いただけるように努めます。

1. 推進体制株主・投資家の皆様との対話
IR担当部署のコーポレート・コミュニケーション部が担い、社長が統括します。また、IR管掌取締役が社長を補佐します。
株主の皆様との対話を促進するため、社内の関連部門は、開示資料の作成・審査や必要な情報の共有など、積極的に連携を
図り、公正且つ迅速に情報開示を行います。

2. ステークホルダーとの対話
当社は期末及び第2四半期の決算説明会（第1・3四半期はスモールミーティング）を実施し、その情報は当社ウェブサイトに公開
します。また、中長期経営計画を策定した際には、経営戦略や経営計画についてわかりやすく説明いたします。さらに、機関投
資家への訪問も積極的に実施し、経営方針や業績の説明を行います。また、証券会社主催の投資家フォーラムや個人投資家
説明会等にも参加します。
株主通信やFREUND Report（統合報告書）の発行、ウェブサイト専用ページ（http://www.freund.co.jp/ir/）の開設などにより、事
業や財務情報とともに財務諸表に載らない資産（見えない資産）を紹介することで当社グループの企業価値を正しくご理解いた
だけるように、情報開示の充実に努めます。

3. 株主・投資家からの意見を社内へフィードバックする仕組み
株主・投資家の皆様との対話において把握された意見は、社長、取締役や関係各部に適宜報告し、情報を共有します。

4. インサイダー情報の管理
各四半期の決算期末日より決算発表日までの期間はサイレント（沈黙）期間とし、投資家の皆様との対話を制限しています。
インサイダー情報については、社内の内部情報管理・内部者取引規制に関する規程に従い、情報管理の徹底を図っています。
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〈お問い合わせ先〉

フロイント産業株式会社

コーポレート・コミュニケーション部

TEL:03-6890-0767

FAX:03-6890-0870

E-Mail：ir@freund.co.jp

当社IRサイトもご覧ください。 http://www.freund.co.jp

本資料には当社の計画、見通し、経営戦略および経営方針に基づいた「将来予測に関する記載」が含まれてお
ります。この「将来予測に関する記載」には発表日時点までに入手可能な情報に基づいた経営判断や前提が述
べられております。そのため諸与件の変化により、実際の業績は「将来予測に関する記載」とは異なる結果となる可
能性があります。従って本資料における業績予想などの「将来予測に関する記載」が将来に亘って正確であること
を保証するものではないことを、ご了解いただきますようお願い致します。なお、掲載内容について当社はあらゆる面
から細心の注意を払っておりますが、それらには誤りやタイプミス等が含まれる可能性があります。
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ご清聴ありがとうございました。


